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１． はじめに 

日常生活において、放送番組の情報はインタ

ーネット（ネット）など様々なメディアから得

ている[1]。情報の入手にはスマートフォン（ス

マホ）を利用することも多く、スマホの利用時

間も年々増加傾向にある[2]。一方で、放送はリ

アルタイム性が高いメディアであるため、ユー

ザーの意向に関わらず視聴の機会を逃すことが

ある。ユーザー体験の観点においては、ネット

から得られた情報から確実に番組視聴へ繋げる

ことでユーザーの満足度は向上し、ネットと放

送の双方のメディアで活性化が見込まれる。テ

レビで放送を視聴するためにはリモコンを操作

することが一般的だが、スマホの様々なアプリ

や Web サイトから入手した情報からテレビ番組

をすぐに視聴する機能は実現されていない。そ

こで我々は、現在の Hybridcast のテレビ起点で

スマホを利用できる機能を拡張し、スマホ起点

でテレビを視聴できる新たな機能（端末連携機

能）を検討している [3]。 

今回、視聴機会の損失理由と試作中の端末連

携機能の利用意向およびその関係性を把握する

ために Web アンケート調査と端末連携機能を用

いた試作アプリによるユーザー満足度の評価実

験を実施したので報告する。 

 

２．調査概要 

本調査は 2017 年 11 月 24 日～12 月 17 日の期

間において、登録者数が 350 万人の調査会社の

パネルのうち、20 代～50 代のテレビ所有者かつ

スマホ利用者を対象とした。 

まず、視聴者のメディア接触の実態と、端末

連携機能に対する利用意向を定量的に把握する

ため、Web アンケート調査を実施した。対象者は

日本全国における各年代の男女 125 人ずつ計

1000人とした。 

続いて、試作中の端末連携機能を用いたアプ

リによる評価実験を実施した。対象者は東京近

郊の男女約 50人ずつ計 103人とした。なお、対 

象者には事前調査として Webアンケートと同様 

 

 

 

 

の調査を実施した。 

 

３． Web アンケート調査による分析 

３．１ テレビの視聴機会の損失(調査 1) 

視聴機会の損失の有無を調べるために、テレ

ビ番組に関する情報を得たにも関わらず視聴し

なかった理由を調べた。その結果、図 1 の「理

由 3」のように視聴意向の有無に関わらず視聴す

る機会を損失している割合が一定数あった。 

 
図 1番組情報を得て見なかった理由（3つ選択） 

 

３．２ 視聴意向のある番組の見逃しの経験(調

査 2) 

テレビ番組の視聴意向があったにも関わらず、

テレビ番組を見逃した経験を調査した。その結

果、全体の約 7 割がテレビ番組を見逃すことが

「ある」と答え、さらにそのうちの約 8 割は見

逃したことを「残念に思う」と回答した（図 2）。 

 
図 2 視聴意向のある番組を見逃した経験の有無 

 

３．３ 端末連携機能の利用意向（調査 3） 

視聴意向のあるテレビ番組を見逃した際に感

じることと端末連携機能に対する利用意向の関

係を調査した。なお、被験者に対しては図 3 を

示し、端末連携機能について説明した。その結

果、調査 1 のテレビ視聴を見逃して残念に思っ

ている人の方が本機能に対する利用意向が高く

なる傾向があった（図 4）。また、テレビ番組を
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見逃して残念に思う人について、本機能を利用

したい理由の約 4 割が「見たい番組を見逃すこ

とが減りそうだから」と回答した。 

 
図 3 Webアンケートでの端末連携機能の説明 

 
図 4 テレビ番組を見逃した際の感情と端末連携

機能の利用意向の関係 

 

４．試作アプリを用いた評価実験による分析 

試作中の端末連携機能を実装したアプリを用

いた評価実験によって、スマホ起点でのテレビ

視聴に関するユーザー満足度を評価した。本ア

プリを使うと、スマホ上の番組情報にあるボタ

ンをタップすることで、ペアリングされたテレ

ビを起動したり、該当の番組を選局したりでき

る（図 5）。被験者は番組情報の通知を手元のス

マホで受け取った後に、「リモコンによるテレ

ビ視聴」と「試作したアプリによるスマホ起点

でのテレビ視聴」の操作をそれぞれ行った。 

 
図 5 試作したアプリの動作 

 

評価実験後のアンケートにより、端末連携機

能によってテレビの視聴頻度が増えるかどうか

（調査 4）と、事前調査の図 3 の説明と比較して

実際に操作した後の本機能の印象の変化（調査

5）を調べた。その結果、調査 4 では約 8 割から

視聴頻度の増加について肯定的な回答を得られ

た（図 6）。また、調査 5 では、機能の印象が

「良くなった」という回答が約 9 割を占めた

（図 7）。 

 
図 6 端末連携機能によるテレビ視聴頻度の変化 

 
図 7 端末連携機能の印象の変化 

 

５．考察とまとめ 

以上の調査結果をまとめると、調査１より、

リアルタイム性の高い放送は、テレビ番組の情

報を得ても、「理由 3」「理由 5」「理由 7」の

ように視聴意向の有無に関わらず視聴する機会

を損失している利用者が一定数いることが分か

った。これより、番組情報の接触からスムーズ

なテレビ視聴を促すことができれば、視聴機会

の損失を防げる可能性がある。また、調査 2 よ

りテレビ番組の視聴意向があっても多くの人が

番組を見逃し、さらに残念に思っていることが

分かった。実際にスマホ起点でのテレビ視聴に

ついて、調査 3 から番組を見逃して残念に思う

人ほど端末連携機能に対する利用意向が高くな

る傾向があり、番組の見逃しを防いでユーザー

満足度を向上させる手段として、本機能が有効

な可能性があることが分かった。さらに、調査 4

により端末連携機能を用いることでテレビ視聴

の頻度が増える可能性が見込めるとともに、調

査 5 により端末連携機能が利用者に対して優れ

たユーザー体験を提供できる可能性があること

が分かった。 

今後は端末連携機能を効果的に活用できる提

供手段や利用方法の検討を進める。 
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